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はじめに
中国では, 改革・開放後, 多くの農民たちは仕事を求め農村から都市へと移動した. いわゆる
農民工と呼ばれる人びとであるが, その数は, 2018 年現在, 2 億 8,836 千万人以上に達している.
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農民工は親の介護を契機に再び動き出すのか
中国 Z省 H市“Y学校”における調査結果より
Does the Nursing of Parents inspire a Nongmingong (Peasant-Worker) to work
in the Rural Area again? : An Analysis of the Questionnaire Results




本論は, 改革開放後, 仕事を求め農村から都市へ移動した農民工たちが, 都市への定着が計られ
つつある中で, 故郷に残してきた親世代の介護についてどのように考えているのかを考察するもの
である. 親の介護のみならず, 現在都市において子どもたちを学校に通わせている農民工たちも多
く, 子育て世代でもある農民工たちは, かつて農村から都市へと動いたように, 親の介護を契機に
再び動き出すことになるのかどうか. この点を明らかにすることが本論の主な目的である.
キーワード：｢農民工｣, ｢介護｣, ｢故郷｣, ｢都市｣, ｢市民化｣
1 日本福祉大学・経済学部・非常勤講師, 名古屋大学大学院・人文学研究科・博士後期課程.
の介護に直面する年齢に達し始めていることも事実である. すなわち, 遠く離れて暮らす親の介
護の問題が迫るなかで, 彼らはいかなる選択を取ろうとするのだろうか. もちろん, 親の介護の
みならず, 現在都市において子どもたちを学校に通わせている農民工たちも多く, 子育て世代で
もある農民工たちは, 親の介護をどのように考えているのであろう.
故郷に帰るのか, 都市へ親を呼び寄せるのだろうか. あるいは, 親の面倒を誰かにみてもらう




にすること, また都市における定住化問題が中心であり, なかでも近年の研究は, ｢都市化｣ の
促進の下, 農民工を ｢新居民｣, ｢新市民｣2 として迎え入れることに関するものが多くを占めて
いる. つまり, 農村から都市へ向かう大きな流れのなかで, 研究が進められてきているといって
も言い過ぎではない. こうしたなかで, ｢親の介護｣ 問題は, この流れに一石を投じる新たな問
いかけであるといえる. 具体的にいえば, タイトルに示したように ｢農民工たちは親の介護を契
機に再び動き出すのか｣ ということである. 無論, 後述するように今回の調査対象者の農民工の
多くは, まだ比較的若く, ｢親の介護｣ 問題を緊急な課題として受け止めているわけではないが,
｢親の介護｣ をどのように捉えているかを明らかにし, 彼らがかつて農村から都市へと動いたよ
うに, 再び動き出すことになるのかどうか, この点を明らかにすることが, 本論の主な目的であ
る.
ただし, ｢親の介護｣ 問題は新たな課題であり, 後述するように現在農民工を対象とした介護
についての研究が多く存在しているわけではない. また, 筆者の研究領域は必ずしも介護が中心
ではない. 今回, 農民工の介護について取り上げる理由は, 筆者のこれまでの研究3である ｢農
民工子弟の職業選択傾向から, どのように彼らの ｢希望｣4 を実現させていくのか｣ ということ
を明らかにする過程において, 子弟の親世代の介護問題 (つまり子弟からすると祖父母) は切っ
ても切れない問題であると考えているためである. 筆者は, 子弟の ｢希望｣ を実現するために,
親世代や地縁・血縁, コミュニティにおける ｢文化資本｣ が子弟に継承できるのかということに
着目しているのだが, 子弟の親世代がその親の介護を契機に, 子弟と距離が生まれた時に, 子弟
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2 近年, 都市化が進められるなか, ｢農民工｣ という言葉が死語になりつつある. それに代わって使わ
れるようになった ｢新居民｣, ｢新市民｣ という言葉があるが, これらの言葉の定義は定かではない.
また, ｢農民工｣ とはどのような存在であったのかということも明らかにされておらず, これらの言
葉や存在をどのように定義していくのかということも求められるであろう.
3 川村潤子 (2019a), 川村潤子 (2019b) 参照.
4 農民工子弟を ｢恵まれない｣ 存在, ｢文化資本が十分に得られない｣ 存在として捉える人びとからみ
れば, 彼らが抱く ｢希望｣ すなわち, ｢商売を始めたい｣, ｢経営者になりたい｣ というものは ｢一般
企業には就職できないため｣, ｢｢起業｣ という選択肢しかない存在｣ に過ぎず, 筆者が語る豊かにな
る方法は, ｢貧者の限られた選択である｣ という非難を受けることがしばしばある.




まず, Z省 H市 Y学校で実施したアンケート調査の分析を行う前に, 現在の中国の高齢化が
どのような状況であるのかということを概観しておきたい. 周知のように 2010 年の人口センサ
スの結果は, 急速に進む高齢化社会の到来を予感させるとともに, 社会が豊かになる前に高齢化
社会へ突入するのではないかと, 政府関係者および研究者などに強い危機感を抱かせるものであっ
た. さらに, 日本の内閣府経済社会総合研究所 (ESRI) と中国国務院発展研究センター (DRC)
が実施した国際共同研究プロジェクトの調査結果では, ｢2010 年, 65 歳以上の人口は 1 億 1883
万人で, 全人口の 8.9％を占めた. 世界で高齢人口が 1 億人を越える唯一の国である. また 65
歳以上の人口比が 7％から 14％に達するまで の所要年数は 27 年となる予想で, 日本 (26 年)
に近いスピードで高齢化が進行している｣ と報告されている5. 実際に表 1－1より, 65 歳以上の
人口は 2005 年に 1 億人を超えている. もちろん, 日本では, 65 歳以上人口 (3,515 万人) が,
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表１－１ 中国における高齢化
年 65 歳以上人口数 (万人) 65 歳以上比重 (％) 年 65 歳以上人口数 (万人) 65 歳以上比重 (％)
1982 4991 4.9 2003 9692 7.5
1987 5968 5.4 2004 9857 7.6
1990 6368 5.6 2005 10055 7.7
1991 6938 6.0 2006 10419 7.9
1992 7218 6.2 2007 10636 8.1
1993 7289 6.2 2008 10956 8.3
1994 7622 6.4 2009 11307 8.5
1995 7510 6.2 2010 11894 8.9
1996 7833 6.4 2011 12288 9.1
1997 8085 6.5 2012 12714 9.4
1998 8359 6.7 2013 13161 9.7
1999 8679 6.9 2014 13755 10.1
2000 8821 7.0 2015 14386 10.5
2001 9062 7.1 2016 15003 10.8
2002 9377 7.3 2017 15831 11.4
(中国統計年鑑 2018 年より筆者作成)
総人口に占める割合 (高齢化率) は 27.7％に達しているが6, 中国においても, 国際共同研究プ
ロジェクトの調査結果をみる限り, 日本のような状況が目の前まで迫っているといっても言い過
ぎではない.
さて, 中国では, 上述した 2010 年の人口センサスを受け, 高齢者問題についての研究が進め
られているが, 2013 年を ｢高齢者対応元年｣ と呼ぶように, その歴史は決して長くはない. ま
た, しばしば高齢者問題を分析するとき, ｢9073｣ (介護の 90％を在宅, 7％を地域コミュニティ




療施設に依存できるほど諸施設が整備されているとは言いがたい. つまり, ｢9073｣ の範疇に収
まり切れない農民工の両親の介護問題は紛れもなく存在している. 言い換えれば, 空間的に距離
のある農民工の両親の老後はどのようになるのだろうか, という実に素朴な疑問も浮かぶ. もち




そこで, 筆者は, 今回, ｢親の介護｣ 問題を中心としたアンケート調査8を実施した. 調査は,
2019 年 3 月に中国 Z省 H市・Y学校9において行った. 調査対象者は, H市 Y学校に子どもた
ちを通わす農民工の両親 (以下調査対象者を父親, 調査対象者の父を祖父, 同じく, 調査対象者
を母親, 調査対象者の母を祖母とする) 206 名である. 以下, 彼らの両親 (祖父母) 824 名の実
態を明らかとしつつ, 農民工たちが両親 (祖父母) の老後や介護をどのように捉えているかを明
らかにしたい. ただし, 824 名のうち 175 名はすでに祖父・祖母が死去していると回答している
(内訳は次の通りである. 祖父が死去していると回答したのは 87 名, 祖母が死去していると回答




6 内閣府発表による 『平成 30 年度高齢化社会白書』 参照.
7 たとえば, 益 (2019), 波・叶敬忠 (2018) 周金蘭 (2015) などがある.
8 本調査は, 日本福祉大学 経済学部 吉田直美准教授, 原田忠直准教授と共に行ったものである.
9 これまでの“Y学校”における調査は, 汪希望 (2012), 季増民 (2015), 原田忠直 (2010), 原田忠
直 (2013) のようなものが主にある.
10 本論では両親の介護についてどのように考えているかを明らかにしたかったため親が死去している人
を除外した. しかし, 調査結果をみると, まだ介護を身近に感じていない回答が多く見受けられた.





第 1 に, ｢父親・母親の年齢｣ は (表 2－1), 父親が ｢30 代・40 代｣ の人が 87.3％, 母親が
｢30 代・40 代｣ が 88.4％と, ｢30 代・40 代｣ が 9割弱占めている. また, ｢父方の祖父母の年齢｣
をみると (表 2－2), 父方の祖父は, ｢60 歳未満｣ が 7.2％, ｢60 歳以上 70 歳未満｣ が 45.4％,
｢70 歳以上 80 歳未満｣ が 34.0％, ｢80 歳以上｣ が 13.4％であった. 父方の祖母は, ｢60 歳未満｣
が 8.4％, ｢60 歳以上 70 歳未満｣ が 49.6％, ｢70 歳以上 80 歳未満｣ が 31.3％, ｢80 歳以上｣ が
10.7％であった. 次に, ｢母方の祖父母の年齢｣ をみると (表 2－3), 母方の祖父は, ｢60 歳未満｣
が 7.6％, ｢60 歳以上 70 歳未満｣ が 51.1％, ｢70 歳以上 80 歳未満｣ が 30.5％, ｢80 歳以上｣ が
10.7％であった. 母方の祖母は, ｢60 歳未満｣ が 16.7％, ｢60 歳以上 70 歳未満｣ が 51.4％, ｢70
歳以上 80 歳未満｣ が 24.3％, ｢80 歳以上｣ が 7.6％であった. 父親・母親が 30 代 40 代であるた
め, それぞれの祖父・祖母は 60 歳以上 80 歳未満に約 7 割強が集中しており, なかでも 60 歳代
はほぼ半数を占め, 比較的若いことが分かる.
第 2 に, ｢父親・母親の兄弟数｣ は多く (表 2－4), 父親は ｢一人っ子｣ が 1.5％, ｢二人兄弟｣
が 21.4％, ｢三人兄弟｣ が 23.0％, ｢四人兄弟｣ が 19.9％, ｢五人兄弟｣ が 14.3％, ｢六人兄弟以
上｣ が 17.3％となっている. また, 母親は ｢一人っ子｣ が 0.5％, ｢二人兄弟｣ が 21.4％, ｢三人
兄弟｣ が 26.1％, ｢四人兄弟｣ が 16.6％, ｢五人兄弟｣ が 17.1％, ｢六人兄弟以上｣ が 14.1％となっ




30 歳未満 30 代 40 代 50 代 50 代以上 不明
父親 0.0％ 23.5％ 63.8％ 8.7％ 4.1％ 0.0％
母親 1.0％ 46.2％ 42.2％ 4.5％ 6.0％ 0.0％
表 2－2 父親の祖父母の年齢
父親 60 歳未満 60 歳以上 70 歳未満 70 歳以上 80 歳未満 80 歳以上
祖父 7.2％ 45.4％ 34.0％ 13.4％
祖母 8.4％ 49.6％ 31.3％ 10.7％
表 2－3 母親の祖父母の年齢
母親 60 歳未満 60 歳以上 70 歳未満 70 歳以上 80 歳未満 80 歳以上
祖父 7.6％ 51.1％ 30.5％ 10.7％
祖母 16.7％ 51.4％ 24.3％ 7.6％
護の負担は金銭的にも, 肉体的にも軽くなることが推測される.
第 3に, 父親・母親の仕事は (表 2－5), 父親が ｢自営業｣ が 20.4％, ｢工員｣ 56.6％, ｢無職｣
が 5.6％, ｢その他｣ が 8.2％であり, 母親は ｢自営業｣ が 20.1％, ｢工員｣ 52.3％, ｢無職｣ が 11.1
％, ｢その他｣ が 9.0％となっている. そして, 父親・母親の収入は (表 2－6), 父親が ｢2500
元から 5000 元未満｣ が 43.9％, ｢5000 元以上 7500 元未満｣ が 29.1％, ｢不明｣ が 15.8％であり,




第 1 に, ｢あなたは両親のいずれかと同居していますか｣ (表 3－1) との問いでは, 父親は
｢両親いずれかと同居している｣ と答えた割合は 19.9％, ｢同居していない｣ が 76.5％であった.
母親は ｢両親いずれかと同居している｣ と答えた割合は 19.7％, ｢同居していない｣ が 77.3％で
あった. このように父親・母親のいずれも ｢両親いずれかと同居している｣ と答えた割合は 2割







自営業 工員 無職 その他 不明
父親 20.4％ 56.6％ 5.6％ 8.2％ 9.2％














父親 4.1％ 43.9％ 29.1％ 2.0％ 4.6％ 0.5％ 0.0％ 15.8％
母親 9.0％ 52.8％ 15.1％ 0.5％ 1.0％ 0.5％ 0.5％ 20.6％
表 2－4 父親・母親の兄弟数
一人っ子 二人兄弟 三人兄弟 四人兄弟 五人兄弟 六人兄弟以上
父親 1.5％ 21.4％ 23.0％ 19.9％ 14.3％ 17.3％
母親 0.5％ 21.4％ 26.1％ 16.6％ 17.1％ 14.1％
第 2に, ｢祖父はだれと同居していますか｣ (表 3－2) という問いに対しては, ｢独居｣ と回答
した父親は 11.6％, 母親は 9.1％, ｢夫婦二人暮らし｣ と回答した父親は 53.6％, 母親は 55.9％,
｢あなた (父親または母親) と二人暮らし｣ と回答した父親は 7.1％, 母親は 4.2％, ｢他所の兄
弟姉妹と同居｣ と回答した父親は 13.4％, 母親は 19.6％, ｢施設入所｣ は父親・母親ともに 0％,
｢分からない｣ と回答した父親は 3.6％, 母親は 1.4％, ｢その他｣ は父親・母親ともに 0％であっ
た. また, ｢祖母はだれと同居していますか｣ (表 3－3) という問いに対しては, ｢独居｣ と回答
した父親は 16.6％, 母親は 8.4％, ｢夫婦二人暮らし｣ と回答した父親は 43.4％, 母親は 51.0％,
｢あなた (父親または母親) と二人暮らし｣ と回答した父親は 13.1％, 母親は 7.7％, ｢他所の兄
弟姉妹と同居｣ と回答した父親は 13.8％, 母親は 21.9％, ｢施設｣ と回答した父親は 0.7％, 母
親も 0％, ｢分からない｣ と回答した父親は 2.1％, 母親は 0.6％, ｢その他｣ と回答した父親は 0
％, 母親は 0.6％であった. このことから, ｢夫婦二人暮らし｣ が 5 割近く存在するのは, まだ
介護は必要ではなく, 元気であるからこそであろう. そして, ｢施設｣ と答えたのは父方の祖母 1
名のみであった. 後でみるように, 農民工たちは ｢親の面倒は子どもたちでみる｣ という思いが
強くあることと, ｢施設｣ 自体, 彼らが生活している農村には, それほど多く存在していないこ
とが影響していると考えられる.
第 3に, ｢祖父は現在何をしていますか｣ (表 3－4) という問いに対しては, ｢仕事をしている｣
と回答した父親は 24.3％, 母親は 18.2％, ｢家事や育児等に従事している｣ と回答した父親は
39.6％, 母親は 53.1％, ｢隠居生活を送っている｣ と回答した父親は 22.5％, 母親は 21.0％, ｢何





父親 19.9％ 76.5％ 3.6％









父親 11.6％ 53.6％ 7.1％ 13.4％ 0.0％ 3.6％ 0.0％









父親 16.6％ 43.4％ 13.1％ 13.8％ 0.7％ 2.1％ 0.0％
母親 8.4％ 51.0％ 7.7％ 21.9％ 0.0％ 0.6％ 0.6％
中 (療養中)｣ と回答した父親は 1.8％, 母親は 1.4％, ｢施設に入居中 (社区・民間の施設)｣ と
回答した父親は 2.7％, 母親は 0.7％, ｢不明｣ と回答した父親は 9.9％, 母親は 6.3％であった.
また, ｢祖母は現在何をしていますか｣ (表 3－5) という問いに対しては, ｢仕事をしている｣ と
回答した父親は 13.4％, 母親は 16.8％, ｢家事や育児等に従事している｣ と回答した父親は 49.3
％, 母親は 60.0％, ｢隠居生活を送っている｣ と回答した父親は 24.6％, 母親は 16.8％, ｢何ら
かの在宅サービスを利用している｣ と回答した父親は 7.0％, 母親は 4.5％, ｢病院に長期入院中
(療養中)｣ と回答した父親は 0％, 母親は 0.6％, ｢施設に入居中 (社区・民間の施設)｣ と回答
した父親は 2.1％, 母親は 0.6％, ｢不明｣ と回答した父親は 7.7％, 母親は 3.9％であった (この
回答は, 上述した ｢祖父・祖母の同居人は誰ですか｣ という問いの回答と矛盾する結果になって
いる. その要因としては, 同居人が誰もおらず, 施設に預けていることに対する後ろめたさが影
響し, 回答の整合性がとれないのではないかと思われる). この結果から, ｢仕事｣ をしている割
合が 2割弱であるため, 後述するように現在の両親の生活費は子どもたちが出しているケースが
大半を占めているようだ.
第 4 に, ｢祖父の健康状態はどのような状態ですか｣ (表 3－6) という問いに対しては, ｢健康
である｣ と回答した父親は 65.2％, 母親は 60.1％, ｢あまり健康ではないが, 病気ではない｣ と
回答した父親は 18.8％, 母親は 26.6％, ｢病気がちで寝込むことがある｣ と回答した父親は 4.5
％, 母親は 5.6％, ｢病気で一日中寝込んでいる｣ と回答した父親は 4.5％, 母親は 3.5％, ｢不明｣
は父親が 7.1％, 母親が 4.2％であった. また, ｢祖母の健康状態はどのような状態ですか｣ (表 3－
7) という問いに対しては, ｢健康である｣ とした父親は 62.1％, 母親は 64.5％, ｢あまり健康で
はないが, 病気ではない｣ が父親は 24.8％, 母親は 21.9％, ｢病気がちで寝込むことがある｣ と
回答した父親は 6.2％, 母親は 11.0％, ｢病気で, 一日中寝込んでいる｣ と回答した父親は 2.1％,


















父親 24.3％ 39.6％ 22.5％ 0.9％ 1.8％ 2.7％ 9.9％














父親 13.4％ 49.3％ 24.6％ 7.0％ 0.0％ 2.1％ 7.7％
母親 16.8％ 60.0％ 16.8％ 4.5％ 0.6％ 0.6％ 3.9％
第 5に, ｢祖父の居住地はどこですか｣ (表 3－8) という問いでは, ｢H市｣ と回答した父親は
21.4％, 母親は 13.2％, ｢故郷｣ と回答した父親は 71.4％, 母親は 83.3％, ｢その他 (兄弟姉妹の
居住地)｣ と回答した父親は 4.5％, 母親は 0.7％, ｢分からない｣ は父親・母親ともに 0％, ｢不
明｣ が父親は 2.7％, 母親は 2.8％であった. また, ｢祖母の居住地はどこですか｣ (表 3－9) で
は, ｢H市｣ と回答した父親は 18.6％, 母親は 12.3％, ｢故郷｣ と回答した父親は 73.8％, 母親
は 83.9％, ｢その他 (兄弟姉妹の居住地)｣ と回答した父親は 4.1％, 母親は 2.6％, ｢分らない｣
は父親, 母親ともに 0％, ｢不明｣ が父親は 3.4％, 母親は 1.3％であった. この結果から 8 割弱
の祖父・祖母は現在故郷に住んでいることがわかる.
第 6 に, ｢将来の祖父・祖母の居住地についてどのように考えていますか｣ (表 3－10) をみる
と, 父親の回答は ｢H市によびよせたい｣ が 20.7％, ｢故郷に戻り, 親の面倒をみる｣ が 50.6％,
｢考えたことがない｣ が 13.4％, ｢その他｣ が 10.4％, ｢不明｣ が 4.9％であり, 母親の回答は ｢H
市によびよせたい｣ が 19.7％, ｢故郷に戻り, 親の面倒をみる｣ が 47.8％, ｢考えたことがない｣








父親 21.4％ 71.4％ 4.5％ 0.0％ 2.7％






父親 18.6％ 73.8％ 4.1％ 0.0％ 3.4％










父親 65.2％ 18.8％ 4.5％ 4.5％ 7.1％










父親 62.1％ 24.8％ 6.2％ 2.1％ 4.8％
母親 64.5％ 21.9％ 11.0％ 1.3％ 1.3％
近く住んでいる人が多いが11, 半数近くが将来故郷に戻ることを考えているようだ. さらに,
｢祖父・祖母の老後について話し合ったことがありますか｣ (表 3－11) という問いでも, 父親の
回答は, ｢祖父・祖母と話したことがある｣ は 21.0％, ｢兄弟姉妹と話したことがある｣ は 30.2
％, ｢夫婦 (父親・母親) と話したことがある｣ は 29.6％, ｢その他の親族と話したことがある｣
は 3.7％, ｢誰とも話し合ったことがない｣ は 18.5％, ｢不明｣ は 6.2％であり, 母親の回答は,
｢祖父・祖母と話したことがある｣ は 11.8％, ｢兄弟姉妹と話したことがある｣ は 38.2％, ｢夫婦
(父親・母親) と話したことがある｣ は 29.2％, ｢その他の親族と話したことがある｣ は 2.2％,
｢誰とも話し合ったことがない｣ は 16.7％, ｢不明｣ は 5.6％であった. 親族で祖父・祖母の老後




第 1 に, ｢親の現在の生活収入はどこから得ていますか｣ (表 4－1) という問いに対しては,
｢仕事による収入｣ と答えた父親は 16.1％, 母親は 19.7％, ｢公的な年金による収入｣ と答えた
父親は 11.8％, 母親は 13.5％, ｢私的な年金による収入｣ と答えた父親は 5.0％, 母親は 2.2％,
｢預貯金などから引き出している｣ と答えた父親は 4.3％, 母親は 2.2％, ｢財産からの収入 (利
子, 配当金, 家賃, 地代等)｣ と答えた父親は 0.6％, 母親は 2.2％, ｢子どもからの援助｣ と答
えた父親は 46.6％, 母親は 47.2％, ｢生活保護 (公的扶助)｣ と答えた父親は 4.3％, 母親は 3.4
％, ｢その他｣ と答えた父親は 8.1％, 母親は 7.9％, ｢不明｣ と答えた父親は 9.3％, 母親は 10.1
農民工は親の介護を契機に再び動き出すのか
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父親 21.0％ 30.2％ 29.6％ 3.7％ 18.5％ 6.2％







父親 20.7％ 50.6％ 13.4％ 10.4％ 4.9％
母親 19.7％ 47.8％ 20.8％ 6.2％ 5.6％
％であった. 上述したように, 仕事をしている祖父・祖母が 2割弱であったため, ｢仕事による
収入｣ も 2 割弱となっており, ｢子どもからの援助｣ と答えた割合が半数近くであった. 上述し
たように親の多くは比較的健康であると答えている割合が多いが, ｢子どもからの援助｣ と答え
ている人も多く, ｢仕送り｣ をしている父親・母親が多く存在していることが読み取れる. そし
て, この ｢仕送り｣ が将来, 親の介護が必要になったときには ｢介護費｣ に代わるだけであり,
すでに ｢仕送り｣ が常態化している中で, 実際に介護が必要になったときに急に負担が増えると
いうことにはならないであろう.
第 2 に, ｢親の生活費はどのように負担していますか｣ (表 4－2) という問いに対しては, ｢親
が自分で負担している｣ と回答した父親は 17.9％, 母親は 25.8％, ｢兄弟姉妹全員で全額負担し
ている｣ と回答した父親は 31.5％, 母親は 32.0％, ｢兄弟姉妹全員で一部負担している｣ と回答
した父親は 19.8％, 母親は 17.4％, ｢特定の兄弟姉妹 (長男など) が全額負担している｣ と回答
した父親は 3.1％, 母親は 5.6％, ｢特定の兄弟姉妹が一部負担している｣ と回答した父親は 2.5
％, 母親は 0.6％, ｢自分 (回答している父親または母親) が全額負担している｣ と回答した父
親は 3.7％, 母親は 1.1％, ｢自分が一部負担している｣ と回答した父親は 2.5％, 母親は 1.1％,
｢自分たち夫婦で全額負担している｣ と回答した父親は 8.0％, 母親は 5.1％, ｢自分たち夫婦が
一部負担している｣ と回答した父親は 0.6％, 母親は 2.8％, ｢わからない｣ と回答した父親は 1.2
％, 母親は 1.1％, ｢その他｣ と回答した父親は 1.2％, 母親は 1.1％, ｢不明｣ と回答した父親は
8.0％, 母親は 6.2％であった. この結果から, ｢兄弟姉妹で全額なり, 一部負担している｣ とい










































父親 17.9％ 31.5％ 19.8％ 3.1％ 2.5％ 3.7％ 2.5％ 8.0％ 0.6％ 1.2％ 1.2％ 8.0％


















父親 16.1％ 11.8％ 5.0％ 4.3％ 0.6％ 46.6％ 4.3％ 8.1％ 9.3％
母親 19.7％ 13.5％ 2.2％ 2.2％ 2.2％ 47.2％ 3.4％ 7.9％ 10.1％
＊利子, 配当金, 家賃, 地代等
第 3 に, ｢現在両親にいくら一カ月負担をしていますか｣ (表 4－3) では, 父親の回答で最も
多い答えは ｢600 元から 899 元｣ が 29.9％, ｢1200 元から 1499 元｣ が 29.9％であり, 次に ｢2100
元以上｣ が 20.8％であった. 母親の回答で多かったのは父親と同じく, ｢600 元から 899 元｣ が
39.4％, ｢1200 元から 1499 元｣ が 31.0％, ｢2100 元以上｣ が 15.5％であった. 上述した収入水準
からみて (2500 元以上から 7500 元未満の層が約 7割を占め) このような負担は決して小さくな
いといえる. また, 父親・母親は, 自分の子どもの数も多い. 2018 年に行った調査12では, ｢あ
なたは子どもが何人いますか｣ (表 4－4) という問いに対して, ｢一人っ子｣ は 5.0％, ｢二人兄
弟｣ は 41.6％, ｢三人兄弟｣ は 27.5％, ｢四人兄弟以上｣ は 19.4％, ｢不明｣ が 0.8％であった.
その上公立学校の授業料が無償なのに対して, Y学校の学費は半年で幼稚園は 2000 元, 小学校
は 1600 元, 中学校は 1800 元支払っている. 上述した, ｢親の一カ月の生活費｣ の負担をもう一
度みてみると, 3 割弱の人が ｢1200 元から 1499 元｣ を負担している. 子どもの小学校の半期の
学費に近いお金を親に毎月仕送りしている父親・母親の現況から, ｢仕送り｣ と ｢学費｣ を負担
していることがわかる. ただし, このような状況について, 父親・母親はとりわけ不満を抱いて
いるわけではない. そのように考える理由を次の問いでみていきたい.




12 2018 年 1 月に Y学校において, 生徒 (中学 1年生から 3年生) の両親 (537 名) に対して行ったアン
ケート調査結果に基づく. 回収率は 89.5％であった.
表 4－4 ｢あなたは子どもが何人いますか｣
一人っ子 二人兄弟 三人兄弟 四人兄弟以上 不明
5.0％ 41.6％ 27.5％ 19.4％ 0.8％










父親 4.9％ 84.0％ 9.8％ 1.8％ 4.3％




















父親 1.2％ 1.3％ 6.5％ 29.9％ 1.3％ 29.9％ 0.0％ 9.1％ 20.8％ 0.0％
母親 0.0％ 0.0％ 5.6％ 39.4％ 1.4％ 31.0％ 0.0％ 7.0％ 15.5％ 0.1％
と回答した父親は 4.9％, 母親は 3.9％, ｢親の生活費は家族が面倒をみるべき｣ と回答した父親
は 84.0％, 母親は 83.7％, ｢親の生活費は社会保障など公的援助によって賄われるべき｣ と回答
した父親は 9.8％, 母親は 9.0％, ｢その他｣ と回答した父親は 1.8％, 母親は 2.2％, ｢不明｣ は
父親が 4.3％, 母親が 5.1％であった. この結果から, ｢親の生活費は親自身が働けるうちに準備
をし, 家族や公的な援助に頼らないようにすべき｣ と ｢親の生活費は社会保障など公的援助によっ
て賄われるべき｣ と考える割合は, それぞれ 1割弱であり, 約 8割が ｢親の生活費は家族が面倒
をみるべき｣ と回答している. 後述する ｢両親の介護が必要になった場合どうするつもりですか｣
という問いに対して, ｢家族が面倒を見るべき｣ と父親・母親ともに 8割弱が答えていることも
併せてみれば, 親の生活費を出し, 面倒をみることは当然と考えているため, 父親・母親は生活






｢高齢者福祉サービスで何が必要だと思いますか｣ (表 5－1) との問いでは, 父親・母親では
それほどの差はなく, ｢ホームヘルパーが必要｣ という割合が父親は 53.9％, 母親は 57.5％,
｢デイサービスが必要｣ と回答した父親は 14.4％, 母親は 14.5％, ｢ショートステイ｣ と回答し
た父親は 7.8％, 母親は 7.3％, ｢施設入所サービス｣ と回答した父親は 16.2％, 母親は 14.0％,
｢その他｣ と回答した父親は 6.6％, 母親は 7.3％, ｢不明｣ と回答した父親は 13.2％, 母親は 12.8
％であった. この結果からも, 祖父・祖母を故郷から呼び寄せるかはさて置き, 家族で面倒をみ
ようとしていることがわかる. もっとも, 回答に ｢サービスは必要ない｣ というものを設けてい
なかったため, 後述する ｢家族で親の面倒をみる｣ と回答している層がどのように考えているの
川村 潤子
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13 農民工研究では, 農民工を低所得者層と一括りにして語られることが少なくないが, そうした見方は










父親 53.9％ 14.4％ 7.8％ 16.2％ 6.6％ 13.2％




ただし, かつての日本も ｢施設に親を預けるなんて｣ という非難を近所からかけられることが
あったように, 現在の中国もそのような状況であることは間違いないのではないか14. もっとも,






第 1 に, ｢両親の介護が必要になった場合どうするつもりですか｣ (表 6－1) という問いに対
して, ｢在宅にて同居家族で面倒をみる｣ と回答した父親は 51.5％, 母親は 48.3％, ｢在宅にて
親族で交代して面倒をみる｣ と回答した父親は 35.0％, 母親は 40.4％, ｢在宅生活にて介護者を
雇う｣ と回答した父親は 1.8％, 母親は 2.2％, ｢在宅で社区服務サービスを利用する｣ と回答し
た父親は 4.3％, 母親は 5.1％, ｢社区服務サービスの施設に入所してもらう｣ と回答した父親は
2.5％, 母親は 1.1％, ｢病院に入院してもらう｣ と回答した父親は 1.2％, 母親は 0％, ｢わから
ない｣ と回答した父親は 2.5％, 母親は 3.4％, ｢その他｣ と回答した父親は 4.9％, 母親は 3.4％,
｢不明｣ と回答した父親は 7.4％, 母親は 6.2％であった. 父親, 母親ともに ｢在宅｣ で介護をし
たいと考えている割合が 8割強と圧倒的に大きい.
第 2 に, ｢両親の老後について, 話し合ったことはありますか｣ (表 6－2) という問いに対し























父親 51.5％ 35.0％ 1.8％ 4.3％ 2.5％ 1.2％ 2.5％ 4.9％ 7.4％
母親 48.3％ 40.4％ 2.2％ 5.1％ 1.1％ 0.0％ 3.4％ 3.4％ 6.2％
14 2015 年に, 今後中国では急速に高齢化が進むため高齢者施設の需要が増すのではないかと考えていた
農民工子弟学校の校長などが日本の福祉施設を見学しに来ていた. 彼らは思いついたらすぐに行動に
示す方たちであるのにも関わらず, 現時点で施設をつくっていない. その時にも ｢現在の中国におい
ては, 親の介護を他人にさせることに理解がない｣ ということも話していた.
合ったことがある｣ と回答した父親は 30.2％, 母親は 38.2％, ｢夫婦で話し合ったことがある｣
と回答した父親は 29.6％, 母親は 29.2％, ｢その他の親族と話し合ったことがある｣ と回答した
父親は 3.7％, 母親は 2.2％, ｢誰とも話し合ったことがない｣ と回答した父親は 18.5％, 母親は
16.9％, ｢不明｣ と回答した父親は 6.2％, 母親は 5.6％であった. 最も多いのは ｢兄弟姉妹と話
し合ったことがある｣ や ｢夫婦で話し合ったことがある｣ という答えであった. ｢両親と話し合っ
たことがある｣ と回答した割合では, 父親が母親より多い結果となっている. 現在の親の現況で
は元気な祖父・祖母の姿が見受けられたため, 父親・母親は両親の介護には無関心な割合が多い
のかと考えていた. しかし, 祖父・祖母の介護について, 健康なうちから考えているということ
が垣間見られる結果であった.
第 3 に, ｢両親の老後であなたの心配することは何ですか｣ (表 6－3) という問いに対して,
｢経済的問題｣ と回答した父親は 15.3％, 母親は 12.8％, ｢健康問題 (祖父・祖母の)｣ と回答し
た父親は 84.0％, 母親は 86.6％, ｢家族との人間関係｣ と回答した父親は 13.5％, 母親は 13.4％,
｢介護の人手・利用できるサービスの量の確保の問題｣ と回答した父親は 3.1％, 母親は 2.2％,
｢居住の問題 (同居か別居か, 施設・病院での生活か在宅での生活)｣ と回答した父親は 11.0％,
母親は 5.6％, ｢居住地の問題 (どこに住むか)｣ と回答した父親は 11.7％, 母親も 11.7％, ｢不
明｣ と回答した父親は 6.1％, 母親は 5.0％であった. この結果から, 最も心配することは父親・
母親ともに祖父・祖母の健康問題であるということがわかる. そして, ｢居住の問題 (同居か別





















父親 15.3％ 84.0％ 13.5％ 3.1％ 11.0％ 11.7％ 6.1％
母親 12.8％ 86.6％ 13.4％ 2.2％ 5.6％ 11.7％ 5.0％














父親 21.0％ 30.2％ 29.6％ 3.7％ 18.5％ 6.2％
母親 11.8％ 38.2％ 29.2％ 2.2％ 16.9％ 5.6％






第 1に, 父親・母親は ｢親の面倒をみることは子の役目｣ と強く考えていることがわかる. そ
のため, 施設や社区など公的サービスを強く望んでいるわけではない. さらに現在, 祖父・祖母
は ｢健康である｣ ため ｢仕送り｣ という形で生活費を負担し, 介護が必要になったときには ｢介
護費｣ に代わるだけだと判断できる. したがって, 実際に, 介護が必要になったとしても, 負担
が増えるということはなさそうである. また, 介護に必要とされる費用, あるいは公的サービス
を利用する場合の費用も, 兄弟数が多いということで, 一人ひとりの負担は軽減化されるであろ




第 2 に, ｢祖父・祖母の介護等をきっかけに故郷に帰ることを考えている｣ 父親・母親が半数
存在していた. 父親・母親は故郷を離れて 15 年から長い人だと 30 年経ち, 移動先の H市でそ
の身を埋めたいとする層が多いのではないかと予想していた. しかし, それとは反する結果となっ
た. もちろん, ｢H市に祖父・祖母を呼び寄せたい｣ とする割合は 2割程度存在していた. 今後,
どちらの選択するのかは分からないが, 筆者は, 現在, H市で学校に通学している子どもの存
在が影響するのではないかと推測している. つまり, 子どもが学校を卒業したりし, 独り立ちで
きるようになった時に大きな変化, あるいは選択する機会を生むのではないかと考えている. 言
い換えれば, 現在は, 扶養の問題は子どもが中心であり, 彼らが成長すれば, 扶養の重心に変化
が起き, 呼び寄せから帰郷へとシフトする可能性も十分あり得るだろう. ただし, 都市に呼び寄
せる可能性が小さいわけではない. そして, 親を都市に呼び寄せたときに, ｢市民化｣ の定義に
父親・母親の両親 (家族) も対象と成り得るのであろうか. 現在 ｢市民化｣ の対象は, 出稼ぎに
きた父親・母親またその子どもたちであるが, 両親の祖父母が ｢市民化｣ の対象とならなければ,
農民工たちは故郷に帰ってしまうかもしれない. そのため, 今後 ｢｢市民化｣ の対象が誰まで及
ぶのか｣ ということにも注目しなければならない問題であるといえる.
第 3 に, ｢介護のために故郷に帰る｣ と答えた 5割近くの父親・母親たちは, 介護中も父親・
母親自身, どのように生計を立てていくのであろうか. 故郷を離れ 15 年から 30 年経っているた





しさを指摘している. 介護のために, 帰郷すると宣言することは可能であるが, 介護によって犠
牲となる収入を補填することは可能であるのか, またはそのための蓄えがあるのか, 少々疑問が
残る.
第 4に, 介護を終えたあとは父親・母親はどうするのであろうか. つまり, 故郷にとどまり続
けるのか, H市にもどってくるのか, または違う地域へ行くのかどうかという問題もある. 筆
者は, おそらく, 子どもがいる H市に戻ってくるのではないかと考えるが, 帰郷する前と同じ
仕事をすることができるのかどうかを含め, 再び都市に舞い戻りどのように生計を立てていくの
か, 彼らが現在どのように考えているかは明らかではないが, ｢介護｣ を一つの契機として動き
出すならば, ｢介護｣ 後, 彼らはどのような生活を望んでいるのかどうか, その考え方に注視し
ていく必要があろう.
第 5 に, ｢親の介護のために故郷に帰る｣ という考えは今後, 彼らの子どもに継承されていく
のであろうか. 今回アンケートに回答対象者の父親・母親は故郷で生まれ育ち, 故郷に対しての
愛着が強いと思われるが, その子どもは故郷を知らいないという人が多い. 実際に 2018 年 3 月
に Y学校において中学校 3 年生の子どもたちにヒアリング調査を行ったとき, 大半の子どもた





第 6に, ｢農民工は親の介護を契機に再び動き出すのか｣ という問いである. 筆者は, ｢じわじ
わと動く｣ のではないかと考える. それはかつて ｢盲流｣ と呼ばれ, 多くの農民工が短期間で都
市へ移動した状況とは大きく異なることになるであろう. しかし, 介護で故郷に帰ることがあっ
たとしても, 繰り返し述べてきたように兄弟数が多いため, すべての兄弟が介護で故郷に帰ると
は考えにくい. そのなかにおいて, 故郷に帰った兄弟たちはどうのように生計を立てるのか, 介
護を終えたらどの地域に移動するのか, または故郷にとどまるのか, ということに注目していき
たい.
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